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■このレポートは、当金庫のお客様231企業（回答企業231企業）について、景気の現状と今後の見通しを調査したものです。

業況は、製造業・サービス業・建設業で改善、
小売業・不動産業で横ばい

　　　　　　  茨城県西地域の中小企業の業況判断D.Iは△13.0
と、2023年7月～9月期(前期)の調査より3.5㌽改善し、景況感はわ
ずかに良化しました。
　業種別では、卸売業で前期比3.0㌽低下しましたが、小売業・不動
産業で横ばい、製造業で同比2.7㌽、サービス業で同比16.2㌽、建設
業で同比5.3㌽改善しました。
　項目別では、売上額判断D.Iが6.5と前期比5.2㌽、収益判断D.Iが
△4.3と同比5.7㌽ともに改善しました。また、前年同期比売上額判
断D.Iが9.1、前期比4.8㌽、同収益判断D.Iが△3.0、同比5.3㌽ともに
改善しました。雇用面では、人手過不足判断D.Iが△15.2と前期比
2.6㌽改善し、人手不足感がやや緩和しました。また、前期比残業時
間D.Iにおいては前期比3.1㌽改善しました。借入金の動きでは、
「借入した」が前期比2.1㌽増加しましたが、借入難易度は、特に大き
な変化は見られませんでした。経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が30.7％、「同業者間の競争激化」が
30.3％、「原材料高」が29.9％と上位に挙げられました。
　また、特別調査の「2024年（令和6年）の経営見通し」について、貴社では2024年の日本の景気をどのように見
通していますかの質問に対し、普通との回答が38.5％と最も多く、次でやや悪いとの回答が34.2％という結果とな
りました。
◎業況判断D.I＝「良い」と答えた企業の割合から「悪い」と答えた企業の割合を差し引いた指標　◎特別調査の詳細は8～9ページに掲載しています

　来期は、製造業・卸売業・小売業・
不動産業で改善を見込んでいます。
　項目別では、売上額判断D.Iが当期

業況の見通し判断Ｄ.Iは△10.0、当期実績比3.0㌽改善の見込3ヶ月予報 見通し（1月▶3月期）

実績比5.2㌽低下、収益判断D.Iでは同比0.4㌽改善
を見込んでいます。また、販売価格判断D.Iは当期
実績比10.4㌽低下を見込んでいます。

　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比0.4㌽低下、残業時間判断D.Iが同比1.7㌽改善
の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が57.6％、
「販路を広げる」が33.8％、「人材を確保する」が
24.7％と上位に挙げられました。

3 6 9 12 3 6 9 12  
22.    23. 

時期 1～3月期
の見通し

D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

全業種総合 主要指標の推移
10

0

△10

△20

△30

△40

△50

△60

総　　　合

製　造　業

卸　売　業

小　売　業

サービス業

建　設　業

不 動 産 業

〔 この天気図は、景気指標を総合的に判断して作成しました 〕

業種名 時 期 5年7月～9月 5年10月～12月 6年1月～3月
見通し 概　　　　　　　　　要

業況判断Ｄ．Ｉは、３．５㌽改善し△１３．０。来期は、３．０㌽改善し△１０．０の見通し。

業況判断D.Iは、２．７㌽改善し△１８．１。来期は、１．４㌽改善し△１６．７の見通し。

業況判断D.Iは、３．０㌽低下し△２４．２。来期は、３．０㌽改善し△２１．２の見通し。

業況判断D.Iは、横ばいの△２４．４。来期は、１４．６㌽改善し△９．８の見通し。

業況判断D.Iは、１６．２㌽改善し△３．２。来期は、６．５㌽低下し△９．７の見通し。

業況判断D.Iは、５．３㌽改善し１６．７。来期は、２．８㌽低下し１３．９の見通し。

業況判断D.Iは、横ばいの△２２．２。来期は、１１．１㌽改善し△１１．１の見通し。

景 況 天 気 図

業況改善 業況悪化 業況変化なし低調好調

本誌は、環境に配慮し、再生紙と植物性大豆油インキを使用しています

〒307-8601  結城市大字結城557番地
TEL（0296）32ー2110　FAX（0296）33ー0414
http://www.shinkin.co.jp/yuki/

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ1＿10

 Number.118
（2023.10～12月期）

結城信用金庫営業統括部

概況（10月▶12月期）

調査結果の
あらまし

　　 後　記
ユーシン景気動向調査に、ご理解とご協力を頂きまして、厚くお礼申し上げます。
皆さまのご意見、ご希望をどしどしお寄せください。

20歳以上の方

16

明けましておめでとうございます

結 城 信 用 金 庫
 　　理 事 長   石　塚　清　博

　令和6年の初春を迎え、謹んで新年のごあいさつを申しあげます。
　旧年中は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。
　今後とも地域社会の繁栄に向けて役職員心を一つにして
精進してまいる所存でございます。
　本年も変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【原材料価格】

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

22.2  59.8  18.0 

9.7  63.9  26.4 

20.8   79.2  0.0 

31.9  68.1  0.0 

13.9  68.0  18.1 

【収　益】

8.3  75.1  16.6 

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

8.3  65.3  26.4 

15.3  61.1  23.6 

■ 製 造 業 回答企業数72企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ2＿9

　項目別では、売上額判断D.Iが4.2
と前期比16.7㌽、収益判断D.Iが△8.3

と同比9.8㌽ともに改善しました。また、前年同期比
売上額判断D.Iが6.9、前期比12.5㌽、同収益判断
D.Iが△2.8、同比16.6㌽ともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△12.5
と前期比2.8㌽改善し、人手不足感がやや緩和しま
した。また、前期比残業時間D.Iは△6.9と前期比
横ばいとなりました。

　受注状況は増加傾向にあるが人員不足により全て受注出来ていない。
労働環境を良くし新規従業員を募集しているが、応募者少なく人員不足
解消には至っていない。 

調査員のコメントから

時期

製造業  主要指標の推移D.I

1～3月期
の見通し 3 6 9 12 3 6 9 12  

22.  23.

業況判断D.Iは△18.1、前期比2.7㌽の改善

　借入金の動きでは、「借入した」が18.1％（前期
15.3％）、「予定あり」が8.3％（同12.5％）を示して
います。また、設備投資を「実施した」と回答した
企業は6.9％（前期9.7％）となりました。
　経営上の問題点では、「原材料高」が45.8％、
｢売上の停滞・減少｣が34.7％、「利幅の縮小」が
26.4％と上位に挙げられました。

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比8.4㌽
低下、収益判断D.Iが同比横ばいを見込んでいます。
また、販売価格判断D.Iは当期実績比8.4㌽低下を
見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期
実績比横ばい、残業時間判断D.Iが同比4.1㌽改善
の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が61.1％、
「販路を広げる」が40.3％、「人材を確保する」が
29.2％と上位に挙げられました。

景況天気図 概況（10月▶12月期）

見通し（1月▶3月期）

業況の見通し判断D.Iは△16.7、
当期実績比1.4㌽改善の見込
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問4 貴社では、自社の業況が上向く転換点をいつ頃になると見通していますか。

問5 近年、販売価格や仕入価格に上昇の傾向がみられますが、2024年を展望したとき、
貴社では価格面の動向をどのように見通していますか。

6か月以内
1年後
2年後
3年後
3年超

【上向く時期（見通し）】

（％）0  10  20 30  

すでに上向いている 11.7％
業況改善の見通しは立たない  23.0％

今後、上向く見通し
65.3％

4.3％

                   19.9％

            14.7％

            14.7％

         11.7％

仕入価格販売価格

大幅な上昇（10％以上） 
2.2％

下落  2.2％

わからない
(自社には関係ないなど)
5.2％ 大幅な上昇（10％以上）

7.4％
下落 0.8％

わからない
(自社には関係ないなど)
3.0％

緩やかな上昇
（10％未満）
43.7％

変わらない
（一進一退など）
46.7％

変わらない
（一進一退など）
36.4％

緩やかな上昇
（10％未満）
52.4％



　米の消費減少に加え農機具や肥料等の値上がり、更には農業人口の高齢
化が足かせとなっているため先行きを不安視している。調査員のコメントから

業況判断D.Iは△24.2、前期比3.0㌽の低下

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比12.1㌽、
収益判断D.Iが同比15.1㌽ともに改善を見込んでい
ます。また、販売価格判断D.Iでは当期実績比12.1㌽
低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比横ばい、残業時間判断D.Iが同比3.0㌽低下の見
通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が63.6％、「販
路を広げる」が57.6％、「品揃えを充実する」・「情報力
の強化」がそれぞれ18.2％と上位に挙げられました。

概況（10月▶12月期）

見通し（1月▶3月期）

業況の見通し判断D.Iは△21.2、
当期実績比3.0㌽改善の見込

景況天気図

3ヶ月予報

　項目別では、売上額判断D.Iが
△9.1と前期比24.3㌽、収益判断

D.Iが△21.2と同比12.1㌽ともに低下しました。
また、前年同期比売上額判断D.Iが3.0、前期比
6.1㌽、同収益判断D.Iが△21.2、同比9.1㌽ともに
低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△3.0と
前期比12.2㌽改善し、人手不足感が緩和しました。
また、前期比残業時間D.Iは3.0と前期比9.1㌽改善
しました。

　借入金の動きでは、「借入した」が15.2％（前期
12.1％）、「予定あり」が6.1％（同3.0％）を示してい
ます。また、設備投資を「実施した」と回答した企
業は9.1％（前期15.2％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が
42.4％、「利幅の縮小」が39.4％、「同業者間の競
争激化」・「仕入先からの値上要請」がそれぞれ
27.3％と上位に挙げられました。

1～3月期
の見通し 3 6 9 12 3 6 9 12  

22.  23.
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10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】 【収　益】

 15.1  72.8  12.1 

 12.1  54.6  33.3 

 9.1  75.7  15.2 

 18.2  54.5  27.3 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

9.1   57.6  33.3 

57.6  36.3  6.1 

6.1  66.6  27.3 

 39.4  57.6  3.0 

■ 卸 売 業 回答企業数33企業（回答率100％）
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時期

卸売業  主要指標の推移D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格
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中小企業の将来を見据えた事業承継について中小企業の将来を見据えた事業承継について
中小企業の将来を見据えた

2024年（令和6年）の経営見通し2024年（令和6年）の経営見通し2024年（令和6年）の経営見通し

問1 貴社では、2024年の日本の景気をどのように見通していますか。

非常に悪い  0.0％

問2 貴社では、2024年の自社の業況（景気）をどのように見通していますか。

非常に悪い 0.0％

非常に良い 0.4％ 良い  0.0％

非常に良い 0.0％

普通  38.5％

やや悪い
34.2％

悪い 16.5％

やや良い 8.2％

やや良い  10.4％

悪い 7.8％

普通  56.7％

やや悪い
26.0％

（％）0  10

 

20 30 

問3 2024年において貴社の売上額の伸び率は、2023年に比べておおよそどのくらいになると
見通していますか。 

　　30％以上の増加
　20～29％の増加
　10～19％の増加
　10％未満の増加

【増加の割合（見通し）】

（％）0  10  20 30 

増加の見通し 26.8％

10％未満の減少
10～19％の減少
20～29％の減少
30％以上の減少

【減少の割合（見通し）】

変わらない
52.8％

減少の見通し
20.4％

9-1A

良い  1.3％

                  15.2％

    4.3％

0.9％

 1.3％

0.4％

      5.2％

                         19.9％

    

0％



　項目別では、売上額判断D.Iが9.8
と前期比12.2㌽低下、収益判断D.Iが

2.4と同比2.4㌽改善しました。また、前年同期比
売上額判断D.Iが0.0、前期比12.2㌽低下、同収益
判断D.Iが△4.9、同比横ばいとなりました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△9.8
と前期比7.3㌽改善し、人手不足感がやや緩和しま
した。また、前期比残業時間D.Iは△4.9と前期比
2.5㌽低下しました。

　大型店や同業種 ( 人気店 ) の影響、駅周辺の過疎化進行等により、
業務効率化向上のため赤字店舗を閉店。また、大幅な経費削減を図る
ためリストラ等に着手中である。 

調査員のコメントから

業況判断D.Iは△24.4、前期比横ばい

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比12.2㌽、
収益判断D.Iが同比4.8㌽ともに低下を見込んでい
ます。また、販売価格判断D.Iは当期実績比22.0㌽
低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期
実績比7.3㌽低下、残業時間判断D.Iが同比4.9㌽
改善の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が 70.7％、
「品揃えを改善する」が 36.6％、「売れ筋商品の取
扱」が 29.3％と上位に挙げられました。

景況天気図 概況（10月▶12月期）

見通し（1月▶3月期）

業況の見通し判断D.Iは△9.8、
当期実績比14.6㌽改善の見込

3ヶ月予報

　地価等の変動は小幅であり不動産需要は続いているため、業況は概ね
堅調に推移する見込みである。調査員のコメントから

業況判断D.Iは△22.2、前期比横ばい

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比横ばい、
収益判断D.Iが同比ともに横ばいを見込んでいます。
また、販売価格判断D.Iは当期実績比5.5㌽低下を
見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比横ばい、残業時間判断D.Iが同比5.6㌽低下の
見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」・｢情報力
の強化｣がそれぞれ44.4％、「宣伝・広告の強化」・
「人材を確保する」がそれぞれ33.3％、「経費の節
減」が22.2％と上位に挙げられました。

景況天気図 概況（10月▶12月期）

見通し（1月▶3月期）

業況の見通し判断D.Iは△11.1、
当期実績比11.1㌽改善の見込

3ヶ月予報

　借入金の動きでは、「借入した」が17.1％（前期
14.6％）、「予定あり」が4.9％（同12.2％）を示して
います。また、設備投資を「実施した」と回答した
企業は4.9％（前期2.4％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が
36.6％、「同業者間の競争激化」が29.3％、「利幅
の縮小」が22.0％と上位に挙げられました。

　項目別では、売上額判断D.Iが
11.1と前期比16.7㌽、収益判断D.Iが

△5.6と同比5.5㌽ともに改善しました。また、前年
同期比売上額判断D.Iが22.2、前期比33.3㌽、同収
益判断D.Iが5.6、同比11.2㌽ともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△22.2
と前期比横ばいとなり、人手不足感の強まりに変化
はありません。また、前期比残業時間D.Iは0.0と
前期比横ばいとなりました。

　借入金の動きでは、「借入した」が16.7％（前期
11.1％）、「予定あり」が5.6％（同5.6％）を示してい
ます。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」
が44.4％、「人手不足」・「商品物件の不足」がそ
れぞれ27.8％、「売上の停滞・減少」が22.2％と上
位に挙げられました。
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【業　況】 【売上額】

【収　益】

17.1  63.4  19.5 

14.6  73.2  12.2 
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【業　況】 【売上額】

【仕入価格】【仕入価格】 【収　益】

16.7  77.7  5.6 

11.1  72.2  16.7 

 5.6  83.2  11.2 

 22.2  66.7  11.1 0.0  77.8  22.2 

0.0  88.9  11.1 

 27.8  66.6  5.6 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 26.8  56.2  17.0 

時期

小売業  主要指標の推移D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格

時期

不動産業  主要指標の推移D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
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 48.7  48.9  2.4 

 22.3  72.1  5.6 14.6  68.4  17.1 29.2  68.4  2.4 

 9.8  56.0  34.2 

17.1   56.0  26.9 

1～3月期
の見通し 3 6 9 12 3 6 9 12  

22.  23. 1～3月期
の見通し 3 6 9 12 3 6 9 12  

22.  23.

■ 小 売 業 回答企業数41企業（回答率100％） ■ 不動産業 回答企業数18企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ4＿7



　項目別では、売上額判断D.Iが16.7
と前期比16.7㌽改善、受注残判断

D.Iが2.8と同比0.1㌽低下しました。また、前年同
期比売上額判断D.Iが16.7、前期比2.4㌽改善、同
収益判断D.Iが2.8、同比5.8㌽低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△25.0
と前期比5.0㌽低下し、人手不足感が強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは2.8と前期比11.4㌽改
善しました。

　公共工事を中心に受注状況は安定している。しかし、人員不足により
施工高の増加は望めない。今後は、慢性的な人材不足を労働条件等の見
直しにより、人材確保に努める方針である。 

調査員のコメントから

業況判断D.Iは16.7、前期比5.3㌽の改善

　借入金の動きでは、「借入した」が33.3％(前期
37.1％）、「予定あり」が25.0％(同22.9％）を示して
います。また、設備投資を「実施した」と回答した
企業は13.9％(前期14.3％)となりました。
　経営上の問題点では、「材料価格の上昇」が
58.3％、「人手不足」が41.7％、「同業者間の競争
激化」が30.6％と上位に挙げられました。

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比5.6㌽低
下、収益判断D.Iが同比2.8㌽改善を見込んでいま
す。また、材料価格判断D.Iは当期実績比13.9㌽低下
を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比2.8㌽改善、残業時間判断D.Iが同比横ばいの
見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が66.7％、
｢人材を確保する｣が44.4％、「販路を広げる｣が
25.0％と上位に挙げられました。

概況（10月▶12月期）

見通し（1月▶3月期）

業況の見通し判断D.Iは13.9、
当期実績比2.8㌽低下の見込

　項目別では、売上額判断D.Iが9.7
と前期比12.9㌽、収益判断D.Iが0.0

と同比16.1㌽ともに改善しました。また、前年同期
比売上額判断D.Iが16.1、前期比6.4㌽、同収益判
断D.Iが6.5、同比9.7㌽ともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△25.8
と前期比3.2㌽低下し、人手不足感が強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは△3.2と前期比3.3㌽改
善しました。

　外国人実習生の積極的な登用により人手不足の解消に努めている。
今後は、教育訓練を強化していく方針である。調査員のコメントから

業況判断D.Iは△3.2、前期比16.2㌽の改善

　借入金の動きでは、「借入した」が9.7％（前期
6.5％）、「予定あり」が6.5％（同3.2％）を示してい
ます。また、設備投資を「実施した」と回答した企
業は0.0％（前期0.0％）となりました。
　経営上の問題点では、「材料価格の上昇」が48.4％、
「同業者間の競争激化」が38.7％、「人手不足」が
22.6％と上位に挙げられました。

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比9.7㌽、
収益判断D.Iが同比9.7㌽ともに低下を見込んでい
ます。また、材料価格判断D.Iは当期実績比12.9㌽
低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比3.2㌽、残業時間判断D.Iが同比3.2㌽ともに改
善の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」が41.9％、
「経費の節減」が35.5％、「宣伝・広告の強化」が
32.2％と上位に挙げられました。

概況（10月▶12月期）

見通し（1月▶3月期）

業況の見通し判断D.Iは△9.7、
当期実績比6.5㌽低下の見込

景況天気図

3ヶ月予報

景況天気図

3ヶ月予報
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【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】
 16.6  75.1  8.3 

 22.3  72.1  5.6  19.5  77.7  2.8 10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
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【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】
12.9  74.2  12.9 

 19.4  70.9  9.7 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 12.9  74.2  12.9 

9.7   70.9  19.4  19.5  72.1  8.4 

 19.5  74.9  5.6  22.2  66.7  11.1 

 41.9  58.1  0.0 

 32.2  64.6  3.2 

3.2  83.9  12.9 

 25.0  72.2  2.8 

6.5  83.8  9.7 

 38.9  58.3  2.8 

■ サービス業 回答企業数31企業（回答率100％）■ 建 設 業 回答企業36企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ5＿6
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　項目別では、売上額判断D.Iが16.7
と前期比16.7㌽改善、受注残判断

D.Iが2.8と同比0.1㌽低下しました。また、前年同
期比売上額判断D.Iが16.7、前期比2.4㌽改善、同
収益判断D.Iが2.8、同比5.8㌽低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△25.0
と前期比5.0㌽低下し、人手不足感が強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは2.8と前期比11.4㌽改
善しました。

　公共工事を中心に受注状況は安定している。しかし、人員不足により
施工高の増加は望めない。今後は、慢性的な人材不足を労働条件等の見
直しにより、人材確保に努める方針である。 

調査員のコメントから

業況判断D.Iは16.7、前期比5.3㌽の改善

　借入金の動きでは、「借入した」が33.3％(前期
37.1％）、「予定あり」が25.0％(同22.9％）を示して
います。また、設備投資を「実施した」と回答した
企業は13.9％(前期14.3％)となりました。
　経営上の問題点では、「材料価格の上昇」が
58.3％、「人手不足」が41.7％、「同業者間の競争
激化」が30.6％と上位に挙げられました。

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比5.6㌽低
下、収益判断D.Iが同比2.8㌽改善を見込んでいま
す。また、材料価格判断D.Iは当期実績比13.9㌽低下
を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比2.8㌽改善、残業時間判断D.Iが同比横ばいの
見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が66.7％、
｢人材を確保する｣が44.4％、「販路を広げる｣が
25.0％と上位に挙げられました。

概況（10月▶12月期）

見通し（1月▶3月期）

業況の見通し判断D.Iは13.9、
当期実績比2.8㌽低下の見込

　項目別では、売上額判断D.Iが9.7
と前期比12.9㌽、収益判断D.Iが0.0

と同比16.1㌽ともに改善しました。また、前年同期
比売上額判断D.Iが16.1、前期比6.4㌽、同収益判
断D.Iが6.5、同比9.7㌽ともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△25.8
と前期比3.2㌽低下し、人手不足感が強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは△3.2と前期比3.3㌽改
善しました。

　外国人実習生の積極的な登用により人手不足の解消に努めている。
今後は、教育訓練を強化していく方針である。調査員のコメントから

業況判断D.Iは△3.2、前期比16.2㌽の改善

　借入金の動きでは、「借入した」が9.7％（前期
6.5％）、「予定あり」が6.5％（同3.2％）を示してい
ます。また、設備投資を「実施した」と回答した企
業は0.0％（前期0.0％）となりました。
　経営上の問題点では、「材料価格の上昇」が48.4％、
「同業者間の競争激化」が38.7％、「人手不足」が
22.6％と上位に挙げられました。

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比9.7㌽、
収益判断D.Iが同比9.7㌽ともに低下を見込んでい
ます。また、材料価格判断D.Iは当期実績比12.9㌽
低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比3.2㌽、残業時間判断D.Iが同比3.2㌽ともに改
善の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」が41.9％、
「経費の節減」が35.5％、「宣伝・広告の強化」が
32.2％と上位に挙げられました。

概況（10月▶12月期）

見通し（1月▶3月期）

業況の見通し判断D.Iは△9.7、
当期実績比6.5㌽低下の見込

景況天気図

3ヶ月予報

景況天気図

3ヶ月予報
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【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】
12.9  74.2  12.9 

 19.4  70.9  9.7 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 12.9  74.2  12.9 

9.7   70.9  19.4  19.5  72.1  8.4 

 19.5  74.9  5.6  22.2  66.7  11.1 

 41.9  58.1  0.0 

 32.2  64.6  3.2 

3.2  83.9  12.9 

 25.0  72.2  2.8 

6.5  83.8  9.7 

 38.9  58.3  2.8 

■ サービス業 回答企業数31企業（回答率100％）■ 建 設 業 回答企業36企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ5＿6
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　項目別では、売上額判断D.Iが9.8
と前期比12.2㌽低下、収益判断D.Iが

2.4と同比2.4㌽改善しました。また、前年同期比
売上額判断D.Iが0.0、前期比12.2㌽低下、同収益
判断D.Iが△4.9、同比横ばいとなりました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△9.8
と前期比7.3㌽改善し、人手不足感がやや緩和しま
した。また、前期比残業時間D.Iは△4.9と前期比
2.5㌽低下しました。

　大型店や同業種 ( 人気店 ) の影響、駅周辺の過疎化進行等により、
業務効率化向上のため赤字店舗を閉店。また、大幅な経費削減を図る
ためリストラ等に着手中である。 

調査員のコメントから

業況判断D.Iは△24.4、前期比横ばい

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比12.2㌽、
収益判断D.Iが同比4.8㌽ともに低下を見込んでい
ます。また、販売価格判断D.Iは当期実績比22.0㌽
低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期
実績比7.3㌽低下、残業時間判断D.Iが同比4.9㌽
改善の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が 70.7％、
「品揃えを改善する」が 36.6％、「売れ筋商品の取
扱」が 29.3％と上位に挙げられました。

景況天気図 概況（10月▶12月期）

見通し（1月▶3月期）

業況の見通し判断D.Iは△9.8、
当期実績比14.6㌽改善の見込

3ヶ月予報

　地価等の変動は小幅であり不動産需要は続いているため、業況は概ね
堅調に推移する見込みである。調査員のコメントから

業況判断D.Iは△22.2、前期比横ばい

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比横ばい、
収益判断D.Iが同比ともに横ばいを見込んでいます。
また、販売価格判断D.Iは当期実績比5.5㌽低下を
見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比横ばい、残業時間判断D.Iが同比5.6㌽低下の
見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」・｢情報力
の強化｣がそれぞれ44.4％、「宣伝・広告の強化」・
「人材を確保する」がそれぞれ33.3％、「経費の節
減」が22.2％と上位に挙げられました。

景況天気図 概況（10月▶12月期）

見通し（1月▶3月期）

業況の見通し判断D.Iは△11.1、
当期実績比11.1㌽改善の見込

3ヶ月予報

　借入金の動きでは、「借入した」が17.1％（前期
14.6％）、「予定あり」が4.9％（同12.2％）を示して
います。また、設備投資を「実施した」と回答した
企業は4.9％（前期2.4％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が
36.6％、「同業者間の競争激化」が29.3％、「利幅
の縮小」が22.0％と上位に挙げられました。

　項目別では、売上額判断D.Iが
11.1と前期比16.7㌽、収益判断D.Iが

△5.6と同比5.5㌽ともに改善しました。また、前年
同期比売上額判断D.Iが22.2、前期比33.3㌽、同収
益判断D.Iが5.6、同比11.2㌽ともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△22.2
と前期比横ばいとなり、人手不足感の強まりに変化
はありません。また、前期比残業時間D.Iは0.0と
前期比横ばいとなりました。

　借入金の動きでは、「借入した」が16.7％（前期
11.1％）、「予定あり」が5.6％（同5.6％）を示してい
ます。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」
が44.4％、「人手不足」・「商品物件の不足」がそ
れぞれ27.8％、「売上の停滞・減少」が22.2％と上
位に挙げられました。
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10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【収　益】

17.1  63.4  19.5 

14.6  73.2  12.2 

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】【仕入価格】 【収　益】

16.7  77.7  5.6 

11.1  72.2  16.7 

 5.6  83.2  11.2 

 22.2  66.7  11.1 0.0  77.8  22.2 

0.0  88.9  11.1 

 27.8  66.6  5.6 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 26.8  56.2  17.0 

時期

小売業  主要指標の推移D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格

時期

不動産業  主要指標の推移D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

30

20

10

0
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△20
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△40

△50

△60

△70

△80

70
60
50
40
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20
10
0

△10
△20
△30
△40
△50
△60

 48.7  48.9  2.4 

 22.3  72.1  5.6 14.6  68.4  17.1 29.2  68.4  2.4 

 9.8  56.0  34.2 

17.1   56.0  26.9 

1～3月期
の見通し 3 6 9 12 3 6 9 12  

22.  23. 1～3月期
の見通し 3 6 9 12 3 6 9 12  

22.  23.

■ 小 売 業 回答企業数41企業（回答率100％） ■ 不動産業 回答企業数18企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ4＿7



　米の消費減少に加え農機具や肥料等の値上がり、更には農業人口の高齢
化が足かせとなっているため先行きを不安視している。調査員のコメントから

業況判断D.Iは△24.2、前期比3.0㌽の低下

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比12.1㌽、
収益判断D.Iが同比15.1㌽ともに改善を見込んでい
ます。また、販売価格判断D.Iでは当期実績比12.1㌽
低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比横ばい、残業時間判断D.Iが同比3.0㌽低下の見
通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が63.6％、「販
路を広げる」が57.6％、「品揃えを充実する」・「情報力
の強化」がそれぞれ18.2％と上位に挙げられました。

概況（10月▶12月期）

見通し（1月▶3月期）

業況の見通し判断D.Iは△21.2、
当期実績比3.0㌽改善の見込

景況天気図

3ヶ月予報

　項目別では、売上額判断D.Iが
△9.1と前期比24.3㌽、収益判断

D.Iが△21.2と同比12.1㌽ともに低下しました。
また、前年同期比売上額判断D.Iが3.0、前期比
6.1㌽、同収益判断D.Iが△21.2、同比9.1㌽ともに
低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△3.0と
前期比12.2㌽改善し、人手不足感が緩和しました。
また、前期比残業時間D.Iは3.0と前期比9.1㌽改善
しました。

　借入金の動きでは、「借入した」が15.2％（前期
12.1％）、「予定あり」が6.1％（同3.0％）を示してい
ます。また、設備投資を「実施した」と回答した企
業は9.1％（前期15.2％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が
42.4％、「利幅の縮小」が39.4％、「同業者間の競
争激化」・「仕入先からの値上要請」がそれぞれ
27.3％と上位に挙げられました。

1～3月期
の見通し 3 6 9 12 3 6 9 12  

22.  23.

 Keikyo Report  No.118  Keikyo Report  No.118

3

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】 【収　益】

 15.1  72.8  12.1 

 12.1  54.6  33.3 

 9.1  75.7  15.2 

 18.2  54.5  27.3 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

9.1   57.6  33.3 

57.6  36.3  6.1 

6.1  66.6  27.3 

 39.4  57.6  3.0 

■ 卸 売 業 回答企業数33企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ3＿8

時期

卸売業  主要指標の推移D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格
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中小企業の将来を見据えた事業承継について中小企業の将来を見据えた事業承継について
中小企業の将来を見据えた

2024年（令和6年）の経営見通し2024年（令和6年）の経営見通し2024年（令和6年）の経営見通し

問1 貴社では、2024年の日本の景気をどのように見通していますか。

非常に悪い  0.0％

問2 貴社では、2024年の自社の業況（景気）をどのように見通していますか。

非常に悪い 0.0％

非常に良い 0.4％ 良い  0.0％

非常に良い 0.0％

普通  38.5％

やや悪い
34.2％

悪い 16.5％

やや良い 8.2％

やや良い  10.4％

悪い 7.8％

普通  56.7％

やや悪い
26.0％

（％）0  10

 

20 30 

問3 2024年において貴社の売上額の伸び率は、2023年に比べておおよそどのくらいになると
見通していますか。 

　　30％以上の増加
　20～29％の増加
　10～19％の増加
　10％未満の増加

【増加の割合（見通し）】

（％）0  10  20 30 

増加の見通し 26.8％

10％未満の減少
10～19％の減少
20～29％の減少
30％以上の減少

【減少の割合（見通し）】

変わらない
52.8％

減少の見通し
20.4％

9-1A

良い  1.3％

                  15.2％

    4.3％

0.9％

 1.3％

0.4％

      5.2％

                         19.9％

    

0％
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10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【原材料価格】

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

22.2  59.8  18.0 

9.7  63.9  26.4 

20.8   79.2  0.0 

31.9  68.1  0.0 

13.9  68.0  18.1 

【収　益】

8.3  75.1  16.6 

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

8.3  65.3  26.4 

15.3  61.1  23.6 

■ 製 造 業 回答企業数72企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ2＿9

　項目別では、売上額判断D.Iが4.2
と前期比16.7㌽、収益判断D.Iが△8.3

と同比9.8㌽ともに改善しました。また、前年同期比
売上額判断D.Iが6.9、前期比12.5㌽、同収益判断
D.Iが△2.8、同比16.6㌽ともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△12.5
と前期比2.8㌽改善し、人手不足感がやや緩和しま
した。また、前期比残業時間D.Iは△6.9と前期比
横ばいとなりました。

　受注状況は増加傾向にあるが人員不足により全て受注出来ていない。
労働環境を良くし新規従業員を募集しているが、応募者少なく人員不足
解消には至っていない。 

調査員のコメントから

時期

製造業  主要指標の推移D.I

1～3月期
の見通し 3 6 9 12 3 6 9 12  

22.  23.

業況判断D.Iは△18.1、前期比2.7㌽の改善

　借入金の動きでは、「借入した」が18.1％（前期
15.3％）、「予定あり」が8.3％（同12.5％）を示して
います。また、設備投資を「実施した」と回答した
企業は6.9％（前期9.7％）となりました。
　経営上の問題点では、「原材料高」が45.8％、
｢売上の停滞・減少｣が34.7％、「利幅の縮小」が
26.4％と上位に挙げられました。

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比8.4㌽
低下、収益判断D.Iが同比横ばいを見込んでいます。
また、販売価格判断D.Iは当期実績比8.4㌽低下を
見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期
実績比横ばい、残業時間判断D.Iが同比4.1㌽改善
の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が61.1％、
「販路を広げる」が40.3％、「人材を確保する」が
29.2％と上位に挙げられました。

景況天気図 概況（10月▶12月期）

見通し（1月▶3月期）

業況の見通し判断D.Iは△16.7、
当期実績比1.4㌽改善の見込

3ヶ月予報 30

20
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△70

△80

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

 

 

問4 貴社では、自社の業況が上向く転換点をいつ頃になると見通していますか。

問5 近年、販売価格や仕入価格に上昇の傾向がみられますが、2024年を展望したとき、
貴社では価格面の動向をどのように見通していますか。

6か月以内
1年後
2年後
3年後
3年超

【上向く時期（見通し）】

（％）0  10  20 30  

すでに上向いている 11.7％
業況改善の見通しは立たない  23.0％

今後、上向く見通し
65.3％

4.3％

                   19.9％

            14.7％

            14.7％

         11.7％

仕入価格販売価格

大幅な上昇（10％以上） 
2.2％

下落  2.2％

わからない
(自社には関係ないなど)
5.2％ 大幅な上昇（10％以上）

7.4％
下落 0.8％

わからない
(自社には関係ないなど)
3.0％

緩やかな上昇
（10％未満）
43.7％

変わらない
（一進一退など）
46.7％

変わらない
（一進一退など）
36.4％

緩やかな上昇
（10％未満）
52.4％
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■このレポートは、当金庫のお客様231企業（回答企業231企業）について、景気の現状と今後の見通しを調査したものです。

業況は、製造業・サービス業・建設業で改善、
小売業・不動産業で横ばい

　　　　　　  茨城県西地域の中小企業の業況判断D.Iは△13.0
と、2023年7月～9月期(前期)の調査より3.5㌽改善し、景況感はわ
ずかに良化しました。
　業種別では、卸売業で前期比3.0㌽低下しましたが、小売業・不動
産業で横ばい、製造業で同比2.7㌽、サービス業で同比16.2㌽、建設
業で同比5.3㌽改善しました。
　項目別では、売上額判断D.Iが6.5と前期比5.2㌽、収益判断D.Iが
△4.3と同比5.7㌽ともに改善しました。また、前年同期比売上額判
断D.Iが9.1、前期比4.8㌽、同収益判断D.Iが△3.0、同比5.3㌽ともに
改善しました。雇用面では、人手過不足判断D.Iが△15.2と前期比
2.6㌽改善し、人手不足感がやや緩和しました。また、前期比残業時
間D.Iにおいては前期比3.1㌽改善しました。借入金の動きでは、
「借入した」が前期比2.1㌽増加しましたが、借入難易度は、特に大き
な変化は見られませんでした。経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が30.7％、「同業者間の競争激化」が
30.3％、「原材料高」が29.9％と上位に挙げられました。
　また、特別調査の「2024年（令和6年）の経営見通し」について、貴社では2024年の日本の景気をどのように見
通していますかの質問に対し、普通との回答が38.5％と最も多く、次でやや悪いとの回答が34.2％という結果とな
りました。
◎業況判断D.I＝「良い」と答えた企業の割合から「悪い」と答えた企業の割合を差し引いた指標　◎特別調査の詳細は8～9ページに掲載しています

　来期は、製造業・卸売業・小売業・
不動産業で改善を見込んでいます。
　項目別では、売上額判断D.Iが当期

業況の見通し判断Ｄ.Iは△10.0、当期実績比3.0㌽改善の見込3ヶ月予報 見通し（1月▶3月期）

実績比5.2㌽低下、収益判断D.Iでは同比0.4㌽改善
を見込んでいます。また、販売価格判断D.Iは当期
実績比10.4㌽低下を見込んでいます。

　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比0.4㌽低下、残業時間判断D.Iが同比1.7㌽改善
の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が57.6％、
「販路を広げる」が33.8％、「人材を確保する」が
24.7％と上位に挙げられました。

3 6 9 12 3 6 9 12  
22.    23. 

時期 1～3月期
の見通し

D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

全業種総合 主要指標の推移
10

0

△10

△20

△30

△40

△50

△60

総　　　合

製　造　業

卸　売　業

小　売　業

サービス業

建　設　業

不 動 産 業

〔 この天気図は、景気指標を総合的に判断して作成しました 〕

業種名 時 期 5年7月～9月 5年10月～12月 6年1月～3月
見通し 概　　　　　　　　　要

業況判断Ｄ．Ｉは、３．５㌽改善し△１３．０。来期は、３．０㌽改善し△１０．０の見通し。

業況判断D.Iは、２．７㌽改善し△１８．１。来期は、１．４㌽改善し△１６．７の見通し。

業況判断D.Iは、３．０㌽低下し△２４．２。来期は、３．０㌽改善し△２１．２の見通し。

業況判断D.Iは、横ばいの△２４．４。来期は、１４．６㌽改善し△９．８の見通し。

業況判断D.Iは、１６．２㌽改善し△３．２。来期は、６．５㌽低下し△９．７の見通し。

業況判断D.Iは、５．３㌽改善し１６．７。来期は、２．８㌽低下し１３．９の見通し。

業況判断D.Iは、横ばいの△２２．２。来期は、１１．１㌽改善し△１１．１の見通し。

景 況 天 気 図

業況改善 業況悪化 業況変化なし低調好調

本誌は、環境に配慮し、再生紙と植物性大豆油インキを使用しています

〒307-8601  結城市大字結城557番地
TEL（0296）32ー2110　FAX（0296）33ー0414
http://www.shinkin.co.jp/yuki/
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（2023.10～12月期）

結城信用金庫営業統括部

概況（10月▶12月期）

調査結果の
あらまし

　　 後　記
ユーシン景気動向調査に、ご理解とご協力を頂きまして、厚くお礼申し上げます。
皆さまのご意見、ご希望をどしどしお寄せください。

20歳以上の方
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明けましておめでとうございます

結 城 信 用 金 庫
 　　理 事 長   石　塚　清　博

　令和6年の初春を迎え、謹んで新年のごあいさつを申しあげます。
　旧年中は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。
　今後とも地域社会の繁栄に向けて役職員心を一つにして
精進してまいる所存でございます。
　本年も変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。


